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鈴木ガバナー事務所  〒940-0066　長岡市東坂之上町１丁目２－１ 長岡グランドホテル５階（百合の間） 
ＴＥＬ／ 0258-89-7041　ＦＡＸ／ 0258-89-7043 　E-mail： s.suzuki@rid2560niigata.jp 

重要文化財：長谷川邸（12 月から３月の終わりまでは年末、年始を除く、土、日、祝祭日のみ開館）
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ロータリー家族月間に寄せて	
 
	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 国際ロータリー第２５６０地区	
 

	
 	
 	
 	
 2012~2013 年度	
 ガバナー	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 鈴木	
 重壱（長岡 RC）	
 
	
 

  

	
 1995_96 年度ハーバード・ブラウン会長は、世界平和は地域、家族から

始まるとの考えを表明しました。そして 1995 年 11 月の RI 理事会におい

て、２月の第２週を「家族週間と指定することになりましたが、2003 年

７月の同理事会において、2003_04 年度ジョナサン・マジィアベ会長が、

家族の重要性を主眼にしたことを称え、12 月を「家族月間」と指定しま

した。これに伴って「家族週間」は廃止されたのでした。	
 

	
 そのような経緯はさて置き、私達は普段「家族」という最小単位のコ

ミュニティーをどのように取らえているのでしょうか。特に戦後、日本

における家族構造は「大変化」を致しました。	
 

	
 その結果、目を覆いたくなるような悲惨な現状が日増しに大きくなっ

ている感は否めません。私はロータリーが年間活動の重要な部分として

「家族月間」を持ち、お互いにその事に思いを致すということはとても

大切なことだと思っています。	
 

	
 特に他団体に負けぬ程の倫理観を持つことを要求されるロータリアン

であればこそ、この月間の置かれた意味を深く理解して「家族の大切さ

とその絆を地域や国家のよりよいコミュニティーに結びつける」ために

「考え・実践」するきっかけとして頂きたいと願っています。	
 

	
 現代、我が国はややすると「人との交際、交流が煩わしい」というこ

とからか急速に「個の孤立化」が社会現象となっています。この様な社

会現象はまともではありません。若者が世界への進出意欲が減退してい

ることもそんな身近な環境がそうさせているのかもしれません。我々ロ

ータリアンの立ち位置が一業種一人という基本からすれば地域の中にあ

っては「指針となるべき立場」であらねばなりません。	
 

ロータリー月間を通じてクラブの内外を問わず「ロータリーは家族・社

員は同族」という信念とその実践に向けての愛情と、そのネットワーク

の拡大が「よりよい社会環境づくり」に大きく貢献する事を信じて、よ

り楽しく活発なロータリー活動を推進していただきたいと思います。ロ

ータリー家族万歳！！	
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「第一分区 IM 開催」 
国際ロータリー第２５６０地区	
 

	
 第１分区	
 ガナバー補佐	
 井岡	
 英夫（水原 RC） 
	
 

	
 平成２４年９月２２日（土）、水原ロータリークラブをホストクラブとして、第１

分区ＩＭが水原保険センターにおいて、さわやかな秋晴れの下、盛大に開催されまし

た。 
	
 水原ロータリークラブは、会員数が２０名台半ばの少人数クラブであり、準備にむ

けて４月には実行委員会を立ち上げ、その後何回かの会議を設けて、全員一致協力の

末、漸く開催の運びとなりました。 
	
 当日は、１３時の登録受け付け前より、かなり多くのロータリアンの方々が、会場

に集まり、喫煙所を探す面々が多数見受けられ、開会直前には、会場が人でごった返

す程となりました。 
	
 また、基調講演として、（株）大谷	
 代表取締役	
 大谷	
 勝彦氏（新潟南ＲＣ）「私

の人生観・経営観～恕を以て和を為す～」があり、「恕」とはどういうものか、全員

で認識を新たにしたと思います。 
 
	
 その後、懇親会で親睦を深め、成功裡に終了したことをご報告致します。 
 
	
 ご出席頂きました各ロータリークラブの皆様、各役員、委員の皆様におかれまして

は、この紙面をお借りしまして、御礼申し上げます。 
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「第三分区 IM 開催」 
国際ロータリー第２５６０地区	
 

	
 第３分区	
 ガバナー補佐	
 藤村	
 平一郎（白根 RC） 
 
	
 
	
 第三分区ＩＭは、十月十三日（土）に、新潟市南区のサルナートで行われました。	
 

六クラブの会長、幹事を始め、総勢百十名の出席でした。	
 
	
 鈴木ガバナー御夫妻には、大変ご多忙の所、お揃いで、御出席頂き、会を盛り上げ

ていただきました。	
 
	
 当分区の前パストガバナー、佐野孝先生とのご交際のお話もございました。	
 

	
 
	
 今回のＩＭは鈴木ガバナーの方針と情熱をお聞きしたいと基調講演として「奉仕を

通じて平和を―恕を以って和を為す」をお願いしました。又、鈴木ガバナーの提唱さ
れました「ロータリー地域協働ネットワークセンター」が設置されまして、それにつ

いても詳しくご説明いただきました。今後我々ロータリアンは、それを理解し、立派
に継続的成果を上げられる様、協力して参りましょう。	
 

	
 

	
 懇親会では、新潟古町芸妓による歓迎の舞「越後獅子」「新潟おけさ」などが、披

露されました。アトラクションとして「７０年代の和製ポップス」も軽やかに演奏

され、喜んでいただきました。	
 

	
 ロータリーに出席する楽しみ、いろいろと勉強になる楽しみ、若い人達を育てる

楽しみの中から、それぞれの職業奉仕を通じた発展と平和が必ず達成出来る事を念

じております。和やかなうちに宴は進みまして、久し振りに第三分区の懇親を深め

させていただきました。	
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テーマ『共学、共働、共汗、奉仕の輪』 
国際ロータリー第２５６０地区	
 

	
 第４分区	
 ガナバー補佐	
 杉山	
 太三郎（巻 RC） 
 
	
 ９月２９日（土）午後 1 時、巻 RC 主催により 152 名の参加者のもと例会場である

巻農村環境改善センターほたるの館にて、今年度の第四分区 IM を今まで過去にあま

り例のない形式で開催致しました。	
 

	
 次第は開会セレモニーから基調講演に移り、防衛省自衛隊新潟協力本部長一等陸佐	
 

吉田賢一郎氏より「東日本大震災における自衛隊の実態」のテーマで実際の現場模様

の写真をスクリーンに紹介頂きながら、１時間程熱の入った講演を頂きました。参加

した会員も真剣に聴講し、改めて被災地における実態と自衛隊の活動について勉強で

きたと皆様から評価を頂きました。	
 

	
 次に会場より車で５分程の五ケ浜海岸に移動し、海岸清掃を開始致しました。打ち

寄せられた流木はたき火として燃やし（県治水課許可済）作業時間１時間の間にペッ

トボトル、プラスチック等々、一人３袋程のごみを収集することが出来ました。	
 

共に清々しい汗を心地よくかき、清掃後の集合写真は記憶に残る記念すべき 1枚にな

った事と思います。	
 

	
 その後、会場前の日帰り温泉で汗を流し、参加者の最大の楽しみである最後のプロ

グラムの懇親会に移り、今日の出来事の話題に花を咲かせました。	
 

	
 

	
 我々ロータリアンは各クラブで地域の奉仕活動を企画、実施しております。しかし

この度、第四分区全会員による合同の奉仕活動を取り入れた今までに例のない形で開

催した IM は、真の友情と仲間意識をより高める事ができたと感じております。	
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 テーマ 
『和の心でロータリーライフを 
	
 	
 	
 	
 	
 楽しみ魚沼を元気にしよう』 

国際ロータリー第２５６０地区	
 

	
 第６分区	
 ガナバー補佐	
 星名	
 信昭（十日町北 RC） 
 
 

	
 ４月にクラブのＩＭ実行委員会を組織して準備に入り、大会前日のゴルフコンペに

続いて、９月 23 日に実施。第六分区の全会員 150 人の三分の二の参加を得て、ラポ

ート十日町で盛大に挙行された。	
 

	
 

	
 ＩＭのテーマは、田中作次 RI 会長「奉仕を通じて平和を」、そして鈴木重壱第 2560

地区ガバナーの方針「恕を以って和を為す」を踏まえて表記の通りとした。	
 

	
 フォーラムの講演等の充実と懇親会のテーブルを各クラブ役職の一名ずつとして

意見交流を図る等、大会テーマの実現をめざした。	
 

	
 ゴルフでホールインワンが二名出たり懇親会が盛り上がって飲み物を追加して出

費が嵩んだ。その大会を写真で振り返り報告します。	
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質・量ともに県内一のクラブを目指す 
	
 

新発田ロータリークラブ	
 
	
 

当クラブは、新潟ロータリークラブをスポンサークラブとして発足、1957年 5月
3日に RIの加盟承認を受けました。初代会長は市島長松で、チャーターメンバーは
23名でした。現在の会長は島津延明、会長エレクトは渡辺克美、副会長は鈴木佳秀、
幹事は清田雅人で、会員数は 11月現在で 83名です。会員には新発田市長や新発田
商工会議所会頭も在籍しています。なお、地区役員として、米山奨学委員会および

選考委員会に高橋信行、ロータリー財団委員会に篠田昇がその任に当たらせていた

だいています。友好クラブとして、沼田(群馬県)・加賀(福井県)・台湾蘆州重陽の 3
クラブと活発な交流を重ねています。 
当会は、本年度会長の方針「高いレベルで楽しい例会・クラブ運営を行い、最終

的な目標は 3年後のクラブ創立 60周年を念頭に、質量とも新潟県で一番のクラブを
目指す」という旗印の元、会員増強と長年の懸案であった女性会員加入問題(現在の
会員は男性のみ)に取り組んでいます。また、交換留学生事業にも毎年引き続き精力
的に取り組んでいます。今後はさらに｢奉仕｣の精神を生かすべく、会員一同団結し

ているのが当会の特徴です。 
例会は毎週月曜日 12時半から、当会メンバーの嶋谷次郎八の経営する割烹志まや

で開催しています。地元新発田の食材をふんだんに使った料理は大変好評ですので、

ビジターの皆様もどうぞお気軽にお訪ね下さいますようお願い申し上げます。 
	
 
	
 
	
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨年の 1年交換留学生グスタヴォ君(左)との送別会 
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我がクラブの名物例会！	
 

新津ロータリークラブ	
 幹事	
 	
 

吉田健治	
 

	
 

私ども新津ロータリークラブは昭和 30年 4月、県内 4番目のクラブとして新潟ロ
ータリークラブ、東京ロータリークラブをスポンサークラブとして誕生いたしました。

もうすぐ創立 60周年を迎えようとしております。創立時のチャーターメンバーは 22
名と聞いております。最盛期は会員数 61人まで発展し、1990～91年には当クラブよ
り原猛ガバナーを輩出した伝統あるクラブと自負しております。時代の変遷と共に、

現在は会員数 25 名となり創立時に戻ってしまった感があります。しかし、歴史と伝
統に培われた新津ロータリークラブの DNAは飯野会長を初め、我々メンバーの中に
しっかりと息衝いております。 
最近の例会はプログラム委員会の段取りで会員卓話を中心に構成されております。

丁度一年に一回自分の番が回ってくる形となり、皆さん趣向を凝らした楽しい卓話プ

ログラムを用意してくださっております。その中でも毎年皆さんが大変楽しみにして

いる卓話の日がございます。今年は 11月 28日、もうすぐであります。 
会員卓話者はＮさん、お昼の一時、楽しい工作卓話の時間が開催されます。今まで

「小物入れ」「違い棚」「飾り棚」・・・と数々の記念の絶品が揃って参りました。は

たして今年は？	
 Ｎさんは当地区でも名工名高い大工さんです、職業奉仕を巧みに生

かし、例会場で全員が 30 分という僅かな時間で、しかも限られた工具で、えっ！、
ワッー！という感激を与えて下さいます。一人づつ部品セットとして毎回用意して下

さるのですが、それを見ただけではいったい何が出来るのかさっぱりわかりません。

これが楽しみなんですね！	
 ワクワク・ドキドキ、そして最後には感激が待っていま

す。お陰さまで手先も器用になった気がします。N さん、何もおっしゃいませんが、
毎回準備はさぞ大変だろうと推察しております、全員分のトンカチ・鋸は勿論、最後

のオシボリや出来上がった工作品のお持ち帰り用の紙袋まで用意して下さっており

ます。奥様のご協力にも感謝・感激であります。新津ロータリーの名物例会、今年は

もうすぐ 11月 28日です。是非一度、メーキャップにおいでになりませんか？ 
	
 

 
 
 
 
 
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 



 ⑨ 

～更なる５０年、歴史と伝統を超えて～	
 

村松ロータリークラブ	
 会長 
野崎	
 和久 

 
毎週火曜日のお昼時、畳の上に車座になって座卓を囲み、モーツァルトの癒しの調べを

BGMに美味しい日本料理に舌鼓を打った後、挽きたてのコーヒーを啜りながら、文字通りア
ットホームな雰囲気の中でクラブ例会が始まります。 
昨年度は、県立村松高校インターアクトクラブをホスト校に、当地五泉市村松チャレンジ

ランド杉川にて、インターアクト年次大会。そして３月にはクラブ創立５０周年記念式典。
両ビッグイベントを少数精鋭のチームワークで無事成功裏に終えることが出来ました。 
また最大目標であった会員増強も年間増強伸び率２５６０地区第１位となり長岡アオーレ

での地区大会にて、ガバナー賞の栄誉に輝くことが出来ました。 
今年度は初心に帰り、新世代の育成に注力し、県立村松高校インターアクトクラブの支援

の継続をはじめ、毎年恒例の村松ロータリークラブ杯少年野球大会を１０月１３日、１４日
の両日村松球場他にて開催しました。昨年から東日本大震災復興チャリティーと銘打ちまし
て、県内外から１６の強豪チームにより熱戦が展開されました。被災地いわき市から参加し
たチームに激励の品として野球用品を、また会場で呼びかけて集まった心温まる義援金をい
わき市のいわき市の学童野球連盟にそれぞれ贈呈致しました。（写真参照） 
和やかな例会も締めくくりは当クラブのユニークな委員会による「アチャット」。難問、奇

問、マニアックなクイズ？の出題によりロータリアン各位のブレインストーミングを終えた
後、閉会の点鐘となります。 
	
 

「新津中央ロータリークラブ紹介」 
新津中央ロータリークラブ 

 
	
 1978 年 10 月、新津ロータリークラブをスポンサークラブとして設立された当クラブは、
34 年の年月を重ねてきました。4 年前の創立 30 周年記念式典には、歌手の加藤登紀子さん
を呼んで盛大に挙行しました。かつては 68名を数えた会員も年々減少し、現在はその半分以
下の 32 名で淋しい限りです。会員減少の理由は色々ありますが、当クラブが所属する第 3
分区の白根ロータリークラブが設立以来常に 50名の大台を維持しているのを考えれば、やは
り退会防止、会員増強の努力不足といえましょう。当クラブの誇れる社会奉仕活動としては、
毎年開催される新津及びその近郷の、心身障害者施設合同「手をつなごう愛の大運動会」に
30年に亘り共催し、金銭面だけでなく、運動会当日は多くの会員が参加し、障害者と一緒に
なって汗を流してきました。この活動は 3年前の第 30回記念大会の節目をもって一応一区切
りつけさせていただきました。 
	
 いまひとつの奉仕活動は、当クラブには新津地区を横断する国道 403号線沿い約 8kmに、
春は菜の花、夏はひまわり、秋はコスモスを 18 年間も植栽している奇特な会員がおります。
ほとんど彼一人の尽力なのですが、我々会員も沿道の清掃と雑草取りを少し手伝い、彼には
申し訳ないのですが「花街道	
 新津中央ロータリークラブ」の看板を 2 カ所立てて、クラブ
の事業としてＰＲをさせて貰っており、季節ごとにドライバーの癒しのロードとなっており
ます。 
 
 
	
 

 
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 



 ⑩ 

 

『台北南華ロータリークラブと共同の被災地支援』	
 	
 
阿賀野川ラインロータリークラブ	
 

	
 

	
 ２０１２年３月９日、福島県立平養護学校で、インバーター付発電機２台と対流式

石油ストーブ２０台の贈呈式を行いました。	
 

	
 この寄贈は、昨年７月に１０年来の姉妹クラブである、台湾の台北南華 RC より、

１００万円の義援金が送られて来たことを機に、使途について検討を重ねた上、実現

いたしました。	
 

	
 義援金が送られて来てから沿い定式まで半年以上経過したのは、当クラブの資金不

足によるものと、養護学校から要望された発電機やストーブは、震災後、需要が非常

に高まり、即、納品という訳にいかなかったからです。	
 

	
 

	
 贈呈式では、停電時に、障がいをもった生徒さんの生命維持に関わる発電機や、石

油ストーブの寄贈ということで、校長先生はじめ養護学校の皆さんは、笑顔で大変喜

ばれていた様子であったことに、私たちもうれしくなりました。	
 

	
 

	
 台北南華 RC が、義援金を送って下さったのは、過去２度のマッチング・グラント

の呼びかけに応じた事もあると思います。しかしながら、震災後早い時期に多額の義

援金を送っていただいたことに改めて感謝致しております。	
 

（マッチング・グラント	
 ―	
 ２００９年に台湾の心身障がい者施設に歯科医師等の派

遣と口腔清掃用具などの寄贈プロジェクトに、２０１１年には、台湾の八里愛心教養

院に福祉バスを寄贈するプロジェクトに協力した。）	
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『願いは叶うためにある』の思いを胸に	
 

	
 

雪国魚沼ロータリークラブ	
 

５０周年事業	
 実行委員長	
 水野	
 義彦	
 

	
 

	
 『願いは叶うためにある』。これは本年度の弊クラブ高橋会長が５０周年事業の企

画実行に当り常に言い続けてきた言葉です。	
 

	
 ５０年の長い歴史を刻んできたとは言え、二十数名の小さな我がクラブがこれ程の

事業を成し遂げられたのは、中村吉右衛門丈並びに松竹様のご厚情、南魚沼の地歌舞

伎の伝統、地元皆様の物心両面に亘るご支援そしてロータリークラブの友情等々、多

くの支えがあったればこそですが、クラブ会員一同が強く願ったからこそと、感慨深

く思いをはせております。	
 

	
 

	
 本事業の機縁は２０１０年に遡ります。当地南魚沼は江戸時代の文豪鈴木牧之の著

作『北越雪譜』にも著された様に盛んな地歌舞伎の伝統があり、今も毎年２月の雪譜

祭りには地歌舞伎上演が恒例となっています。その様な誇りある伝統を更に啓蒙出来

ないかと思案しておりましたところ、ロータリークラブの繋がりから旧東京銀座歌舞

伎座の隅鬼瓦を頂戴できる事になりました（塩沢郵便局に展示中）。更に５０周年事

業では、その取り組を更に進めたいとの“願い”が歌舞伎界の大御所中村吉右衛門丈

のご講演と南魚沼子ども歌舞伎上演という最高な形に“叶った”のであります。	
 

	
 また嬉しいことに今回の子ども歌舞伎上演が高い評価を頂戴し石川県小松市で挙

行される全国子ども歌舞伎フェスティバルへの参加にも広がりを見せています。まさ

に願いは叶ったのです。	
 

	
 

	
 今回の周年事業では中村吉右衛門丈講演をクラブ拠出で、子ども歌舞伎上演は地元

企業様のご協賛で実現しました。その協賛のお願いの中で各会員はロータリー活動を

多くの方々に語り、その会話を通じロータリークラブを宣揚する事も出来ました。今

後は今回得られた活動経験を基に、益々の地元貢献に、更なる堂々の歴史を紡いて参

りたいと思います。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 



 ⑫ 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

Qmpqk��wmklmiln./wlk78w
�3{���,��

r7l5
K�

lk78

�3

z~"2  F
r7l5
K�

lk78

�3

z~"2  F

Ql��ft���g srjnt nnm nol nn t Qp��f����g spjlt nko nlk nk q

4NL o ttjqt sk sn k n ^' p tljmk ol op m o

9� o ssjmo np np q k =) o skjoo oq oq k k

A� p rpjtk mp mq l l ^'; o snjpk qp qq q l

�: o sqjqr mt nk n l =); n tmjom oo oo n k

4NL�� o tojol om on p l >% o smjql mn mn k k

Z? p smjqk mn mn o k ^'W o smjnm om on p l

4NL�! p srjtl os os o k =)�! p snjso on on lo k

�:T
 o spjrl ms mt p l Qq��fq���� spjpt lor lpl q o

9�(U o spjom mm mo p m �5M o tljqp nn nn k k

Qm��ft���g sojss nto ols ml mo $�Y m rsjpt nr ns n l

4H p sojll sl ss k r a�dC p smjmk lt ml l m

4H; o tljso pn pq o n �5M� o tojnl ml mm l l

4H� p ssjrq ro sl k r E� o tmjnl mq mq l k

�G n spjkk ln ln k k \1dC p rojpk ll ll k k

4HW o tmjqp nl no l n Qr��ft���g sljnn nln nlq mp n

�G� p skjns oq oq q k cL o tkjln pt qk l l

4H� o rnjnl nq nr k l PBE p rojrp oo on m il

4H�! p spjkk mm mo l m 4� p sljot nm nn n l

4H�	 o smjtk ns nt t l Rd* o spjls np nq l l

Qn��fq���g skjtn lon los r p #cc� o tpjkk p p k k

4E o rsjkk mm mp k n cL; o rmjnr ns ns m k

9< o skjkk t lk k l Rd*�! o rsjrt no no k k

�D o tljsp mk ml n l b� p smjnk lq lr l l

O@ o sqjmm pk ot m il \165& o rljtn pk pk lp k

4E�! o smjsm nm nm l k

_[]*��� n qqjrk lk ll l l

Qo��fll���g snjrm nqn nqm lr il ���

�: o sojkp po po k k �

I o qpjtk mo mo k k �

�V o rqjsk nr no p in �

�:� n tmjsk oq os k m �

�A o tkjkk nk nk m k �

X` o rsjkk ls ls l k

�L o srjlo np np m k

�:� o rtjmr qt qt m k

+ o lkkjkk ln lm k il

L�x}|y p snjnk p q l l

�:; o snjqt nm nm o k

S F
�3

07-��,J

pr

lhttq

mhkop

lnt

ot

sojlt

���3

r7l5w
�3

lk78e�
�3

"2
�3

vwu
�


3

�
,
J


w�w3w

vwu
�


3

�
,
J


w�w3w



 ⑬ 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

ÒÐÑÒMØbÓÐ]}3

�çÉ	 �Éç6

Ñ Ê]Ë ĀĕđĭĬ�ĬqdĀĕđĭU¥� ăĥīĐęĦīĈěĎħÅ­

ÑÕĬÑÖ Į]Ĭbį úīĊĭøĂďMq9� j�@ÄÅ�@m

ÒÐ Į·į [��<
>+� ôðñíāĢīĖĈ

ÒÑ Į2į 4 [��ĦĈĂĞēĭćġīď>+� ôðñíāĢīĖĈ

ÒÑ Į2į Āĕđĭ²�� ¹E

ÒÑ Į2į ĩĭĊĦĭª0A�ğĭĎùīăçU��

ÒØ Į2į ĂĥĘ<
>+�ĉğđĭ ôðñíāĢīĖĈ

ĩĭĊĭøĂď>+�

ĩĭĊĦĭª0>+�ç�Ñ/4 ��·ç�¾o�×Ï�^��è×Ï�^Cl

ÑÐ Į·į ĩĭĊĦĭª0A�ğĭĎùīă ��ĆħĕĭěĎħ

ÒÕ Į2į �D=@����v� �F�Į�tį

ÒÕ Į2į ÒÐÑÓÍÑÔMĩĭĊĦĭª01½�-=@�µ�� ôðñíāĢīĖĈ

ÒÕ Į2į �Ñ/ĩĭĊĦĭª0ĉğđĭ ěĎħĒģĭþĭĊĒ¹E

Ò Į]į �Õ� àâĮÀeÞ��Ĭ¹E�äÛį ¹EĚħđĭħĮ¹EKį

× Į·į 4 ¦,>+�Į¸eMOį ¹EăĥīĐěĎħ

× Į·į 4 ´.�©Į¸eMOį ¹EăĥīĐěĎħ

Ø Ê2į �Ò� àâĮ�­Þ��Ĭ[z�;äÛį ÚãÚĺłķŅĿŇłļņŀĽńĮ[zKį

Ø Į2į �×� àâĮ��Þ��ĬÂ�äÛį ÇòwĒģĭěĎħĮ�¬Kį

ÑÑĬÑÒ Į{Ĭsį ĀĕđĭüĨĂď��ĉğđĭĮÞÝæåį ăĥīĐęĦīĈěĎħ[Å­

ÑÓ Įeį ÒÐÑÓÍÒÐÑÔMOò4 ��ĦĭċĭòïõòĉğđĭÊÜæáåį ăĥīĐęĦīĈěĎħ[Å­

ÑÔ Į·į �D=@>+�ç@m¤_� [zČąīěĎħ

ÒÒ Į2į �Ñ� àâĮ
EÞ��Ĭs#äÛį :c»Į¼«¶Kį

ÒÓ Į]į �Ö� àâĮ`'Þ��Ĭ!]��äÛį ĥĝĭď!]�Į!]�Kį

ÒÙ Į2į �Ô� àâĮhDÞ��ĬJäÛį é�òÄêJ®pY-ĉīĊĭ

�Ò/4 ��·ç�¾o�ÙÏgÁ��èÑÐÏ�^ClèÑÐÏ�^4 V£±�

Ö Į2į ĩĭĊĦĭª0A�ğĭĎùīă ¹EăĥīĐěĎħ

ÖĳØ Į2ĳbį ĥúĥ��� �ÆH

ÑÑ Įeį ¸eMOç4 9�¡SĄħė9� ¹EÿīďĦĭĂĥĘ

ÑÓ Į2į äÚĬàÚĬ�@��vúĚīďİ¹EûýĭĂĥĦĭ øþĭĨ¹E

ÑÓ Į2į �Ó� àâĮ�iÞ��Ĭ�näÛį ąħđĭď�nĮ[zKį

ÒÐ Į2į �Ñ/�D=@>+¹ĉğđĭ ôðñíāĢīĖĈ

Ò× Į2į 45"�ēčďĪĭĂ�Ò/>+� fA

Ò× Į2į ĩĭĊĦĭª0A�ğĭĎùīăçU�� fA

ÒØ Į]į kGĲıÖÐ)M kG�pZ��ÄÊkGË

Ñ× Į2į ¸eMOçäà�¹�~r¯aÃ� ¹EăĥīĐěĎħ

ÑØ Į]į ¸eMOç4 9� øþĭĨ¹E

Ò× Į{į Āĕđĭ�© ěĎħăĥīĖĆėùčĂ

ÒØĬÒÙ ĮsĬeį ĩĭĊĦĭ��� ěĎħăĥīĖĆėùčĂ

Ñ Į2į �D=@�Ĭ@$��� ¹EăĥīĐěĎħ

Ø Į2į Āĕđĭ²�� fA

Ø Į2į 4 ¦,>+� fA

Ø Į2į DÈĀĕđĭüĨĂďx�8�� fA

ĩĭĊĦĭª0A�ğĭĎùīăçU�RM� fA

[��<
>+� fA

ÑÓĳÑÙ Į]ĳ2į ÒÐÑÓMO1½"©� ĶŁŃĹĹŃĿĵńľĶIļŅĽņĴĸĻņ

ÑÙ Į2į �D=@�çµ�� [zČąīěĎħ

Ò Į2į �Ò/�D=@>+¹ĉğđĭ ôðñíāĢīĖĈ

Ù Į2į 4 ´.�©Į¸eMOį ¹EăĥīĐěĎħ

Ù Į2į 4 ¦,>+�ĮÌ���~>+�įĮ¸eMOį ¹EăĥīĐěĎħ

Ò Į2į �D=@���PĬr°� ÚãÚĺłķŅĿŇłļņŀĽń[z

Ö Į2į �Dÿûīĉĥĭ��� ��ĆħĕĭěĎħ

× Į]į ¹E�äÛÓÐ)M ¹EĚħđĭħ

ÑÓ Į2į [z�;ĲıÒÐ)M ÚãÚĺłķŅĿŇłļņŀĽń[z

ÒÑĳÒÖ Į]ĳ·į �AC©� øġĦÿúĦĔúIĆÿĄ

ÒÖ Į·į &yúīĊĭøĂďj�@Ä%î�÷P�ĬĖĭĎùĭ j�@ÄÅ�@m

Āĕđĭ²�� ¹EăĥīĐěĎħ

ÑÑ Į2į �nĲıÕÐ)M ąħđĭďĮ�nį

Ñ×ĳÑØ Ê·ĳ2Ë ÒÐÑÓĩĭĊĦĭ��L*ėýĭĥĠNF ÚãÚĺłķŅĿŇłļņŀĽńNF

ÑØ Į2į �D=@�þĦüīĎĭĆĤī ěĎħþĭĂĥ[z

Ò Į]į [z��äÛÒÐ)M ěĎħþĭĂĥ[z

ÒÓĳÒÖ Į]ĳsį äà1½9� ĝħďĀħĬĦĈĜī

4 ¦,>+�Į¸eMOį ¹EăĥīĐěĎħ

¸eMOT§ò¾ë ¹EăĥīĐěĎħ

ÒÐÑÓM
ÊßÎÒÕË

Ñb

ĩĭĊĦĭ~ X³bº

Òb

��~ bº

Ób
¨?|(�bº

Ôb

ĩĭĊĦĭ¿¢bº

Õb

Öb

ĩĭĊĦĭ��u�bº

ÒÐÑÒÍÑÓMOç4 ���	�AçĮ¸eMOį

MÉbÉ]

ÒÐÑÒM
ÊßÎÒÔË

×b

Øb

�+7QìöóW9bº

Ùb

[��òïõòbº

ÑÐb

�p<
bºĬ�Dbº

ÑÑb

ĩĭĊĦĭª0bº

ÑÒb

B\bº



 ⑭ 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

xvwxtwy-.�k;�����/b�7X_�D�
xvwwuwxuwvO�

xvwx-

w

x y z { | } ~

� wv ww wx wy wz w{

w| J�7 w} 6Lsx w~ w� �7Rs| xv qQs} xw xx

xy �=�sz xz x{ x| 6L`sx x} x~ x�

yv yw

w 6L�sx x y 6L>sx z {

| <�)]sw } h0rGs| ~ � Nsz wv ww wx

wy wz w{ w| w} w~ w�

xv 6SQsw xw xx 
K�sx xy 
Ksx xz x{ x|

x} x~ 6I�!sy x� @*s{ yv �^sz yw

w x

y I�s| z �=�sz { �=�z | 87's} } ~ �

wv 6L�sx ww wx wy wz w{ w|

w} 3Z�7 w~ w� xv �H�mgi+sy xw xx W��7 xy

xz x{ �Esz x| 6�s} x} %�es| x~ Yr+�!s} x� yv

w 6L��sx x <?sy y �7R�s| z Yr+s} { | }

~ �[�7 � fB�E�sw wv ,sz ww wx wy wz

w{ qQ>s} w| 6L�!sx w} 6Isy w~ "qq�s} w� �Qsz xv xw

xx @*>s{ xy Q�����sz xz o�rGs| x{ TCsy x| x} x~

x� yv @*�!s{ yw p�s}

w �=>sz x y 5��7 z

{ | VFIs} } 6SQ�!sw ~ 6SQ��sw � �=\
sw wv ww

wx wy wz �=sw w{ <�sw w| w} w~

w� xv xw xx ansz xy ��1d�7 xz x{

x| x} x~ x� yv

w x

y z A&s{ { l(>s{ | l(`s{ } ~ �

wv ww l(s{ wx wy wz w{ w|

w} w~ w� xv xw xx xy  UcP7

xz 29	7 x{ x| x} x~ x� yv

yw

wv
:

ww
:

wx
:

j � 7

}
:

~
:

�
:

�$�� � ��������4#���

: M E ;



国際ロータリー第２５６０地区　鈴木ガバナー事務所
  〒940-0066　長岡市東坂之上町１丁目２－１ 長岡グランドホテル５階（百合の間） 
ＴＥＬ／ 0258-89-7041　ＦＡＸ／ 0258-89-7043 　E-mail： s.suzuki@rid2560niigata.jp 

Rotary International
District 2560




